
学校及び学校の教職員は、いじめは許されないものであり、いじめを未然に防止し、いじめを認識しながらこ

れを放置してはならないという意識を高めるとともに、一人ひとりの人権と多様性の尊重を基本とする豊かな人

権感覚をもって主体的にいじめの防止等に取り組むこと。 （中野区いじめ防止等推進条例第６条より）

学校が行う取組

学校及び学校の教職員の責務

□区方針を参酌し、自校の実情に応じて策定

□ＰＤＣＡサイクルにより評価と改訂

□教職員が内容を共通理解

□全教職員から保護者や地域の人へ説明

学校いじめ防止基本方針の策定

□メンバーと役割の明確化

※必ずスクールカウンセラー(ＳＣ)を加える

□年間計画の策定、周知

□指導内容の設定

□定期的開催及び会議録の保管

学校いじめ対策委員会の設置

□人権教育や道徳教育、読書、体験活動の推進
□主体的に行動しようとする意識・態度の育成
□安心して生活、学べる学校・学級づくり
□魅力ある授業の実現
□子どもと教職員の信頼関係の構築
□ＳＣによる全員面接の実施(小５・中１、年間１回)
□年３回以上いじめに関する授業の実施
□標語コンクールや挨拶運動等の意図的・計画的実施
□情報モラル教育の充実
□ＳＮＳ学校ルールを児童・生徒自らが毎年見直し・策定

いじめの未然防止に向けた取組

□年３回以上いじめに関する研修の実施

校内研修の実施

□ホームページ等でいじめの定義や学校いじめ

防止基本方針についての周知

□保護者参加型の情報安全教室等の年１回実施

□学校評議員会や学校関係者評価等の活用

保護者・地域との連携

学校におけるいじめ防止等の取組イメージ

①未然防止
□学校全体としていじめの防

止等に向けた取組を行う

②早期発見
□アンケート調査や個
別の面談、相談週間
等を全校で行う

③早期対応
□学校いじめ対策委員会を

中心とした対応を図る

重大事態への対処
□学校が主体となって調査を行

うとともに、中野区や教育委

員会と連携した対応を図る

④検証及び改善
□方針内容等及び取組

を検証し、必要な改

善を図る

いじめ解消の判断
□いじめ解消と判断する２
要件を踏まえ、学校いじ
め対策委員会が検討し、
学校長が判断する

学校いじめ対策委員会
⚫いじめか

否か判断

⚫いじめ防止の
ための年間計
画の策定

⚫全教職員、保
護者への周知

⚫対応方針の検討・

決定

⚫毎年度
６月までに

※２要件については裏面参照

学校いじめ対策委員会を中

心とした、全教職員が一体

となった組織的対応を行う

（担任任せにしないこと）

教師用指導資料

◆全教職員が協力して組織的に取り組む



組織的に対応する学校イメージ

学校いじめ対策委員会

校長

副校長

学年主任

学級担任

教科担任

学校いじめ基本方針

★定期的な開催

国、都、区における

法令等や基本方針

⚫

関係機関

いじめの認知 聞き取り・指導 いじめの解消

①学校いじめ対策委員会で組織と
して「いじめ」か否か判断

①被害児童・生徒から思いや願いを丁寧
に聞き取り、心のケアに努める

①いじめに係る行為の解消

・被害児童・生徒に対す
る心理的又は物理的な
影響を与える行為が止
んでいる状態が３か月
程度継続している。

②学校いじめ対策委員会で指導
の方針と役割分担

★教職員で情報や取組を共有

し、記録を開始する。

（記録は５年保存）

③教育委員会へ報告

④保護者へ報告し、常に情報共有

②学年・学級の児童・生徒を対象とした
アンケート等による正確な実態把握及
び加害児童・生徒からの聞き取り

③被害児童・生徒の保護者への説明、意
向を確認・支援策の提案

④被害児童・生徒の保護者へ経緯、指導
及び支援方針を説明

②被害者児童・生徒が心身
の苦痛を受けていない
・被害児童・生徒及びそ
の保護者に対して、面
談等により確認

いじめを発見した場合には、組織で迅速に対応します

重大事態が発生した場合は、学校・教育委員会と区が一体となり、速やかに対処に当たります

生活指導担当

養護教諭

地
域
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

いじめを起因とした欠席開始

３０日（目安）の欠席で重大事態

「重大事態調査委員会」を設置

⚫欠席１０日を目安

学校の対応

中

野

区

教

育

委

員

会

重大事態の可能性を報告・相談

対応に対する指導・助言
報告書の作成を学校へ依頼

中
野
区
長

報告

７日以内に指定様式で報告

要請に応じて、指導主事、
心理職、ＳＳＷ等を派遣

校長

副校長

学年主任
学級担任
教科担任

被害児童・生徒及び加害児

童・生徒への注意深い観察

を継続する

⚫事実関係を明確にするための調査
を実施

⚫いじめを受けた児童・生徒及びそ
の保護者に適切に情報を提供

⚫調査結果を踏まえた必要な措置

調査報告書を報告

※担任ひとりに対応を任

せず役割を分担し、組織

的に対応します

⑤被害児童・生徒へ
の指導及びその保
護者への助言等

⑤加害児童・生徒へ
の指導及びその保
護者への助言等

【問合せ先】中野区教育委員会事務局指導室 ☎03-3228-5589 令和３年４月発行

スクールカウンセラー(SC)

スクールソーシャルワーカー(SSW)

いじめ解消の２要件


